
顧客等からの著しい迷惑⾏為の状況（企業への調査結果）
厚⽣労働省「令和５年度職場のハラスメントに関する実態調査報告書」より抜粋
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■過去3年間のハラスメントの相談の有無（ハラスメントの種類別）
・顧客等からの著しい迷惑⾏為に関して、従業員から相談があった企業27.9%
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■過去3年間に相談があった企業における相談件数の推移・該当事例の推移（ハラスメントの種類別）
・相談件数、該当事例ともに職場のハラスメント中、顧客からの著しい迷惑⾏為のみ「増加件数」が

「減少件数」を上回った。
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■顧客等からの著しい迷惑⾏為に関する相談の有無
顧客等からの著しい迷惑⾏為に関する企業の取組状況については、概ね、相談が有った割合が⾼い業種において、予防・解決
のための取組の実施割合も⾼い傾向にあるものの、全体として「特にない」が55.8%を占めており、各業界における取組状況
のばらつきも大きい（最上位と最下位は43.2%差） 。
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■ハラスメント予防・解決のための取組
顧客等からの著しい迷惑⾏為は、パワハラ、セクハラ、妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント
と比べて、いずれの取組内容においても実施している割合が低い傾向にある。
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■過去3年間に顧客等からの著しい迷惑⾏為で被った損害や被害
顧客等からの著しい迷惑⾏為で被った損害や被害の主な内容は、「通常業務の遂⾏への悪影響」、
「労働者の意欲・エンゲージメントの低下」である。
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■過去3年間にハラスメントを受けた経験
・顧客等からの著しい迷惑⾏為を受けたことがある10.8%

（対象︓全回答者（ｎ＝8,000））
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・労働者が過去3年間に受けた顧客等からの著しい迷惑⾏為について、業種別に割合が⾼い上位３つの業種を⾒ると、
「生活関連サービス業、娯楽業」（16.6%）、「卸売業、小売業」（16.0%）、「宿泊業、飲食サービス業」(16.0%)である。

・職種別に⾒ると、顧客等からの著しい迷惑⾏為を受けた経験においては職種ごとに大きな差はないが、接客頻度別に⾒ると、
顧客等と接する頻度が多いほど迷惑⾏為を受けた割合が⾼い。
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■顧客等からの著しい迷惑⾏為の内容 ■顧客等からの著しい迷惑⾏為の⾏為者
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■顧客等からの著しい迷惑⾏為を受けたことによる⼼⾝の影響

・ハラスメントを受けた経験が「⼀度だ
け」であっても、「怒りや不満、不安など
を感じた」や「仕事に対する意欲が減退し
た」などの⼼⾝への影響が多く⾒られた。

・ハラスメントを受けた頻度が多くなるほ
ど、「眠れなくなった」、「会社を休むこ
とが増えた」、「通院したり服薬をした」
などのより深刻な⼼⾝への影響が⾼まって
いる。


